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のトレーニングを受けたと説明する。

「われわれの考えるMBA教育はリー

ダー育成なので、自分だったらどう考え

どう行動するか、一般論ではなく個別

的に考えさせます。それには、事前に

ケースを見せ、アサインメントを提示し

てグループセッションをしてクラス討

議、といった参加型のケースメソッド

授業が適しています。人生において、

コンビニの店長になる確率は、ゼロか

もしれません。それでも『自分がこのコ

ンビニの店長の立場だったら』という

ケーススタディをするのは、それぞれの

立場に翻訳して考えることを学ぶため

です。これはなかなかできません」。

今回、名古屋キャンパスでBBA1年

生の授業を見学し、ケースメソッド形

式の授業を目の当たりにした。扇型形

式の教室で、各自の前には大きなネー

ムプレートとマイクがあり、入学して

半年足らずの1年生約70人がわれ先

にと手を挙げて意見を述べている姿

には驚かされた。

BBAは1学年約70名。経営学部経

営学科と商学部マーケティング学科

から、全学定員約800人の1割までを

「名古屋キャンパスにおける履修モデ

ル」に割り振っている。コースでも専

攻でもなく、1年次から4年次までの全

科目が必修・選択科目なしという特別

な履修モデルだ。

全て必修とする理由の1つは、「偏

食」を許さないことだ。「ビジネスス

クールで一番人気の科目はマーケティ

ング、次が経営戦略。逆に、ファイナ

ンス系、アカウンティング系の科目は

取りたがりません。偏食ですね。リー

ダー育成である以上、それはさせませ

いとかいう話は聞きません。テレビに

話しかけるようなワンウェイの3時間

ではなく、反応がある授業だから楽し

いんですよね」。自身もMBA課程で

教える栗本理事長はそう語る。

BBAスタイルの参加型授業につい

てこられる学生を選抜する必要から、

センター利用型、指定校推薦等すべて

の入試で学生1対教員2の面接を行う。

S-A-B-Cという絶対評価をしたうえで、

その日の順位で相対評価もつける。志

願倍率は2倍から3倍で、面接で半分

近く落として、さらに学力試験で人数

を絞るという。

面接での評価ポイントについて栗

ん。マーケティングのスペシャリスト

になりたい気持ちは分かります。面白

いから。しかし、それだけでは企業の

経営は務まりません」。

学生にはかなりのハードワークが求

められる。各ケースに「自分が店長の

立場だったらどう対応するか」のよう

な設問（アサインメント）が必ずあり、

予習なしでは対応できない。1授業あ

たり3時間の予習が目安で、授業時間

と同じ時間を予習することになる。

学生だけでなく教員の労力も膨大

だ。午前中の授業のあと、学生から質

問攻めにあって、夕方まで解放されな

い、といったことも珍しくないらしい。

しかし教員のモチベーションは高い。

「アクティブラーニング授業は疲れる

とはいいますが、嫌だとか持ちたくな

大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」としての役割を求めら

れ、変革を迫られている。キャリア教

育、PBL・アクティブラーニングといっ

た座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

言えるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くをつ

なぐ」大学の位置づけに注目しながら、

学長及び改革のキーパーソンへのイン

タビューを展開していく。各大学が活

動の方向性を模索する中、様々な取り

組み事例を積極的に紹介していきたい。

今回は、名古屋商科大学が2016年度

にスタートさせた、学部版MBAである

Bachelor of Business Administration 

（以下BBA）の取り組みについて、栗本

博行理事長にお話をうかがった。

名古屋商科大学（以下、名商大）の

開学は1953年。栗本博行理事長は、「戦

後、経済活動に必要な人材をアジア

に、特に日本に育成するべく商科大学

としましたので、商学以外のことはし

ません。関連した領域を扱う改組はあ

りますが、例えば法学部や工学部の設

置を考えたことはありませんし、今後

も絶対ありません」と言う。

そんな名商大が修士（経営学）の学

位を与える大学院を始めたのが1990

年。そこから約10年は、大学院教育と

は何か、ビジネス教育を社会人に対し

てどう提供するかを模索するフェーズ

だったと栗本理事長は話す。

「ビジネススクールを名乗り始め

たのは、1年制大学院を開設した

2000年。国際的に通用するビジネス

スクール、リーダー教育を目指す

フェーズに入り、2006年にAACSB、

2009年にAMBAと、2つの国際認証

を取得しました」。

マネジメント教育の主な国際的認証

団体は、アメリカのAACSB、イギリス

のAMBA、EUのEQUISの3つがある。

全ての認証を持つ「トリプルクラウン」

は、世界に50ほどあるが、日本にはゼ

ロだ。AACSBには、現在名商大のほ

か、慶應義塾大学大学院、APU（立命

館アジア太平洋大学）、国際大学と計

4校のみが日本で認証を受けている。

「日本ではビジネススクールというと

社会人向けの大学院を指すことが多

いですが、海外では学部のマネジメン

ト教育を含むのが

常識です。本学

は日本では初め

て、学部も含めて

認証を取得しまし

た」。

認証団体のフィードバックを受けな

がら、国際基準のビジネススクール教

育を実践し、AACSB認証から10年目

の2016年、MBA：Master of Business 

Administrationのバチェラー（学士）

版 、BBA ：Bachelor of Business 

Administrationをスタートさせた。学

部教育に展開されるのは、大学院開設

の1990年から数えて約25年の積み重

ねということになる。

名商大BBAの最大の特徴は、4年

間の全科目・全授業がアクティブラー

ニング形式ということだ。

「MBA式の参加型の経営学教育を

マーケティング科目でやるだけなら簡

単です。でも1年生の教養科目から始

まって4年間、全部アクティブラーニ

ングとなると、とても難しくなります」

と栗本理事長は言い、教員はハーバー

ドビジネススクールでケースメソッド
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本理事長はこう話す。「まずは会話に

きちんとついてこられるか、自分の考

えでしっかり話せるか。そして、面接

するのはBBAで教える教員なので、

自分のクラスに貢献してくれるか、と

いう視点です。『この人と一緒に働きた

いか』で評価する企業の採用面接と同

じですね」。

BBAの「学ぶ」は「働く」の始まりであ

る就活から十分に活用される。自分が

予習しなければ授業についていけない

という学生生活で、何ごとも自分で事

前に準備する習慣がついているうえ、

毎日のディスカッションがコミュニケー

ション能力を高めているので、個別面

接やグループ面接での評価は高い。

また、学生は1年間で100以上のケー

ススタディを行い、4年間では400～

500社の会社名を知ることになる。「普

通、新聞も読まない大学生の知る会社

名は、テレビコマーシャルで見るよう

なB to Cばかりです。でもBBAの学

生は、そういう分かりやすい会社以外

のベンチャーやグローバルニッチトッ

プも調べ、4年間で培った会社の成長

力を見る目で見て、決めていきます。

自分で調べて自分で決めるので、満足

度はかなり高いようです」。

インターンシップも盛んで、海外の

インターンシップやボランティア等、

長期の体験型フィールドワークに3割

強の学生が参加している。

教室でのアクティブラーニングと、イ

ンターンシップ等学外活動での学びの

効果で、大学がサポートするまでもなく

就職を決めていく学生も多いという。

一方で、いくら優秀で企業知識があっ

ても、学部生には就職活動の経験がな

い。その意味で必要な支援の体制は整

えている。中心となるスタッフは、名商

大MBAの卒業生。1人45分～1時間

の個人面談を1年に4～5回行う等、手

厚いサポートができるという。

BBA4年間の成果の第一は、1期生

（2020年3月卒）の就職内定状況だ。

大手有名企業、学部卒の採用が極め

て少ないコンサルタントをはじめ、多

くの学生が自身の希望した企業に決

まっているという。

これはいわゆる「出口」の成果だが、

「入口」で見る学生のクオリティーも、1

つの指標としている入学者の評定平

均が年々上がっているとのことだ。学

生層の変化として、女子比率の上昇も

ある。日進キャンパスの商学部・経営

学部は女子比率が約2割だが、名古屋

キャンパスのBBAは約4割となって

いる。

また、栗本理事長が成果としてあげ

るのが、高校教員にBBAの魅力が伝

わり出していることだ。アクティブ

ラーニングに関心を持つ高校教員の

見学や研修が非常に増え、近隣県で県

立の全高等学校の教員の新任研修を

した例もあるという。

「さらにもう1つ、少数派ですが、ビ

ジネススクールの卒業生のお子さんが

入学する例があります。自分が受けた

あの授業を受けさせたいと。これもう

れしいことですね」。

これからの課題と展望は「まずは英

語、グローバルBBA」と栗本理事長は

言う。「2、3年はかかりますが、教育課

程の国際化は国際認証校として絶対

必要です」。

関連して、グローバルBBAの高校

版を日進キャンパス内に作る計画があ

る。全寮制で、全授業を英語で行い、

ケースメソッド主体の「国際高等学校」

（仮称）が県の認可を得て、2021年秋

の開校を目指している。

「ヨーロッパのカルチャーでは、学寮を

伴う学びのことをカレッジといいます。全

寮制高校なので、ハイスクールではなくイ

ンターナショナルカレッジオブジャパンと

いう形です。MBA教育の高校版といえ

るインターナショナルバカロレア（IB）の認

定校とする予定で、IBで学んだ生徒を

グローバルBBAに受け入れる流れを、

認証校としてきちんと作りたいのです」。

国際化以外の課題としては、BBA

についていけない、1割弱の学生への

対応がある。

BBAからドロップアウトしても、学

内の通常の学士課程（BSc：Bachelor 

of Science in management）で引き続

き学習ができるので、大きな問題はな

いともいえる。しかし栗本理事長は「そ

れがあるから何もしないというのもお

かしなことですし、フォローしすぎる

のもいけない」とし、「入口時点で学生

をどこまで目利きできるか、もしくはア

ジャストするように追い込んでいける

か」に課題感を持っている。

1期生が
コンサルティング企業に内定

全て英語で学ぶ
「国際高等学校（仮称）」を開校

ケーススタディで
企業を見る目を養う

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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